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新しい理念 
 

 「誰にも優しい地域社会をつくります」 

 

  私たちは、優しさに溢れた法人を目指していきます。  

  法人が優しさで一杯になり、その優しさで地域の課題を解決して、安心して暮らし続けることがで

きる、地域社会をつくります。  

  営利企業も行政もサービスを届けられない、地域の困りごとを解決していきます。 

 

  あなたはどんな時に優しさを感じますか。  

  優しさを感じた時には、 今までの不安が一気に消えたりします。  

  下ばかり向いていた気持ちが、前を向いて一歩踏み出すことができたりします。  

  自分も同じように、他の人に優しくしようと思うことができたりします。  

  優しさには、相手を想う気持ちや、成長を願う想いが入っています。  

 

  以前の理念は、平成２４年の合併時にすみれ福祉会とボワ・アルモニー町田の合併検討委員会にて

両法人の理念を合わせた理念として策定しました。これからの時代に向けて短い文章で分かりやすい

理念が必要であると考えました。  例えば、就職を考えている方などへのアピール、なじみやすい文

章であることが重要であるとも考えました。 

 

  ・「優しさ」は①ご利用者の人生に寄り添う基本姿勢、②これからの法人のあり方を示す重要なキー

ワードとして選択しました。 

  ・優しさに溢れた法人では、安心して働くことができます。それを実現していきます。 

  ・優しく地域を気遣うことができる法人を目指していきます。 

  ・これらのことを法人の基本としていきます。 

  ・上記のことを表す文章としています。 

  ・高い専門性やサービスの質の向上を目指すことは、普遍的で当たり前のこと。 

  ・支援者としての姿勢の前にある人としての心のあり方を示し求めています。 

  ・優しい職員が法人を組織し、そこから提供される優しさに溢れたサービスにより地域社会が誰に

も優しい住みやすい場所になるように活動する宣言でもあります。 

 

私たちは今、地域社会の中に多くの課題を抱えています。 

少子高齢化、８０５０問題、ヤングケアラー問題などそれぞれが個別 

の課題を抱えて生活しています。その中で社会福祉法人が公益法人とし 

て地域に対して役割を果たしていくことが強く求められています。 

私たちは今まで多くのご利用者ご家族と接し、多くの経験と学びを得 

てきています。その知見を地域のために活用し、信頼される地域の社会 

福祉法人として力を合わせて活動を継続していかなければなりません。 

法人の新しい理念をご理解していただき、ご支援ご協力をお願いいたします。 

地域の課題解決に向けて経営を行っていきたいと思います。 

社会福祉法人 ボワ・すみれ福祉会 

輝いて明日へ 

２０２３．４．２８ 

 

法人理念 

社会福祉法人 ボワ・すみれ福祉会 

理事長 田部井 眞 
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新任・新人職員挨拶 

２０２３年４月１日より法人本部に異動になりました成澤です。 

私は平成８年４月１日に花の家に入職し８年間勤めた後、平成１６年に新設された花の郷に異

動となり、１９年間ご利用者支援や施設運営を行ってきました。 

花の郷では、職員とともにご利用者のために日々協力しながら業務を行ってきました。職員全

員がご利用者に寄り添うことができる施設で、ご利用者からも毎日元気と笑顔をいただき、と

ても素晴らしい施設で働けたことを誇りに思っています。 

法人本部に異動した現在も、新たな職員とともにご利用者のために日々業務にあたっており

ます。また、法人内施設にも出向き、支援者の一員としてかかわることができ、とても充実し

た毎日を過ごさせていただいております。 

今思うことは、職員みんなが自分事としてとらえ、協力しながら業務に 

当たれば何倍もの成果が出るということを実感しています。 

今後も職員一同協力しながらご利用者のために地域のために業務に邁進 

してまいりますのでよろしくお願いします。(成澤 勲)  

初めまして。2023年 2月 1日より法人本部に配属になりました小林恵一と申します。 

社会福祉法人での仕事は初めてになります。前職とは違い色々な面で戸惑うことも多いですが、

入職して 2 ヶ月が経ち先輩職員方々のご指導のおかげでだいぶ法人の事や仕事の流れが把握で

きてきた感じです。 

ご利用者の方々やそのご家族の方々が安心して施設をご利用して頂ける 

ように、事務職の仕事を通じてボワ・すみれ福祉会に貢献していきたいと 

思います。 

そして一日でも早く仕事を覚え、職員の方々にも信頼されるように今後 

も努力して参ります。どうぞ宜しくお願い致します。(小林 恵一) 

2023年３月 1日より法人本部に配属となりました谷畑理恵です。 

以前は町田市内他の施設で事務をしており、その昔は図書館司書等もしておりましたが、今回ご

縁がありボワ・すみれ福祉会に入職いたしました。コツコツ積み上げる事務仕事を通して、法人

の縁の下の力持ちになりたいと思っています。 

プライベートでは３人の男の子の母です。全員野球をしているので、大量の食事作りと大量の

洗濯と大量に持ち込まれる泥と砂の掃除に日々格闘しています。 

そして愛犬（トイプードル・オス）に癒される毎日です。 

まだまだわからないことばかりで、日々精進していきたいと思って 

います。今後もよろしくお願いいたします。(谷畑 理恵) 

法人本部 
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「２０２３年度を迎えて」 
コロナウィルスも収束に向かいつつある中、無事に新年度を迎えることができました。 

 感染症分類が２類からインフルエンザと同様の５類に変更になる等の新たな局面を迎える「with(ｳｨｽﾞ)コ

ロナ」にあって、まだまだ「歩きながら考える」ことも多いと思いますが、ご利用者や支援する職員が共に

心身健康で伸び伸びと過ごせるよう一年の事業運営の歩みを進めてまいります。以下に、今年度の事業計画

から重点的な取り組みについて抜粋します。 

 ご利用者支援における「安心安全、豊かな暮らし」への支援は普遍的なものであり、引き続き、感染予防に

努めつつ、花の家らしい豊富な支援プログラム等を通して年齢に見合った経験を積んでいけるよう支援して

まいります。 

 その中で、今後新たな展開を期待し取り組むことになるのがＩＣＴ（Information-Communication-

Technology）委員会です。パソコンやスマートフォン等の機器を使い、インターネットを通して体はどこに

あっても世界中どこにでも繋がれる時代です。花の家には身体に障がいがあって、移動等がままならないご利

用者が多くいらっしゃいますので、彼らがＩＣＴを用いることによってその世界を広げていけることが望ま

れます。 

 これまでも少しずつコミュニケーション機器等の利用に取り組んできましたが、今年度からＩＣＴに長け

た方の助力を得ることができることになり、取り組み内容の飛躍的な発展が期待されるところです。 

 ご利用者を支援する職員を巡る環境にも大きな変化があります。やはり２年間の試行期間を経て、今年度か

ら新しい人事制度が始まります。従前の制度は基本的には年功序列的な制度だったのですが、これからは個々

の職員の頑張りが評価されるようになります。面接方法も「目標管理面接」から「目的共有面接」に変わり、

より個々の職員の状況に合わせて育成していくことが重視されるようになります。導入して３年を迎えるｅ

ラーニングの更なる活用も検討しています。 

 その他、昨年度中に策定された「ハラスメント規程」や「心の健康づくり計画」に基づき、職員が安心して

働ける環境を整えていく計画です。職員にとって「働きやすく」且つ「働き甲斐のある」職場であることが、

ご利用者への質の高い支援に結びついていくと考えています。 

 組織面では、昨年度不在だった副施設長に主任だった下山職員が昇格し、サービス管理責任者も兼任します。

厨房にも長年勤めた調理員の高橋職員が栄養主任に昇格しました。１月に一年越しで採用できた看護師等も

含め、新たな支援体制が整いました。 

 以上の取り組みが、表面的、形ばかりのものでなく、血の通った実のあるものにすべく、一つ一つのことに

丁寧に向き合っていきたく所存です。 

 今年度も引き続き、ご支援のほど、宜しくお願いいたします。（畠山史郎） 

 

入所式 
２０２３年４月３日（月）花の家の入所式が行われました。当日は天気も良く絶好の晴れ舞台となりました。 

今年度の入所者はＡグループに土方友貴様（ひじかたともき）、Ｃグループに小林萌様（こばやしもえ）、 

Ｅグループに新井脩介様（あらいしゅうすけ）、Ｇグループに山田元和様（やまだげんな）の計４名が入所さ

れました。入所式前はとても緊張した様子でしたが、式が進むにつれ徐々 

にリラックスされ、各グループのご利用者からお花を渡す場面では、笑 

顔が見られていました。式の最後に「みんなの笑顔」が流れると、花の 

家ご利用者・支援者が一体となり、新規入所者の４名を迎え入れること 

ができました。これから、ワクワク・ドキドキすることをたくさん感じ 

て、楽しんで花の家の生活を過ごしていただければと思います。                                                                         

(宮本 翔) 

 

生活介護 花の家  
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みなさんこんにちは！はじめまして。 

４月から花の家 Aグループに入りました川野歩（かわのあゆみ）です。よろしくお願いします。 

私は、運動が好きで中学では“バレーボール”高校では“ハンドボール”大学では“セパタクロ

ー”というスポーツをしていました。 

セパタクローはマイナーなスポーツなので少しだけ紹介したいと思います。東南アジアのスポ

ーツで、脚で行うバレーボールや空中の格闘技と言われています。室内でバトミントンと同じ大

きさのコートで３対３で行うスポーツです。サーバー、トサー、アタッカーといったポジションに

分かれていて、アタックはオーバーヘッドのように打つのでとても迫力があるスポーツなのでぜ

ひ調べてみてください！ちなみに私はトサーというトスを上げるポジションをしていたので、オ

ーバーヘッドのようなアタックは打てません！ 

他には、音楽を聴くこともとても好きです。好きなジャンルは特になくて様々 

なジャンルの曲を聴きます。 

わからないことだらけですが、精一杯全力でやっていこうと思っていますの 

で、よろしくお願いします。                (川野 歩) 

初めまして、齋藤智恕（さいとうともひろ）と申します。好きな食べ物は牛タンです。 

小学生の頃、夏休みに親の実家のある仙台に行った際にお店で食べた牛タン定食のおいしさに

衝撃を受け好きになりました。最後の晩餐も牛タン定食がいいと思う程です。好きな色は緑で

す。自分が身に着ける洋服やアクセサリー、家具なんかも緑の物を選ぶことが多いです。 

趣味は、自宅で飼っている犬と遊ぶ事と筋トレです。飼っている犬は全部で３匹飼っていま

す。それぞれ性格に違いがありますがとにかく元気がいっぱいで、休日は時々公園へお散歩し、

激しいボール遊びに付き合う事になります。体力が鍛えられます。又、仕事から帰ると毎日変わ

らず喜んで迎えてくれる為、癒しにもなっています。筋トレに関しては、ダイエット目的で始め

たのがきっかけですが、今は体つきの変化を見るだけのただの自己満足です。幼少期は身体が弱

く病気がちだったり女子よりも体力が無かったりで貧弱体質でしたが、友達に誘われて少年野球

チームに入り、きつい練習や緊張感漂う試合を経験し続けた事で現在は標準的な体質になりまし

た。野球が出来るようになったことで他のスポーツにも興味が湧き、球技全般は好きになりまし

た。専門学校時代はクラスメイトと共にフットサルチームを組み大会に出場した事も 

ありました。スポーツを通じて教わった気合と根性、チームワーク、ムードメイ 

クを今後の業務に活かしていきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

               (齋藤 智恕) 

 

今年度より副施設長になりました下山修平です。とは、言ってもまだまだ現場での仕事が山ほ

どあるのが現状です。 

Fグループリーダーやサービス管理責任者、また相談支援専門員の仕事と色々を抱えています

が、どれも私にとってはやりがいがあり楽しい仕事ばかりです。 

私一人で仕事をする訳ではなく、みんなの支え（チームワーク）があって 

出来る仕事ばかりです。支援者が一致団結しながら、ご利用者皆様が毎日楽 

しく通える花の家であるよう頑張ります！ (下山 修平) 

新任・新人職員挨拶 
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「『相談』を考える」 

昨年末、新規契約者の相談を担当することになりました。 

かけはしでは相談員の人数が限られていることから、この２年程、新規の契約を行っていなかったの

ですが、今回はご家庭の状況が待ったなしの支援を必要とした為、担当させていただいた次第です。 

今回の事例では多くの解決しなければならない課題があり、領域を跨る複数の関係者で支援に当たる

ことになりました。そこでは、介護保険（高齢者）によるケアマネジメントと障がい福祉分野における相

談支援の別、似て非なる点などについて考える機会になりました。 

ケアマネジメントと相談支援は制度上では同じ役割を担うことが期待されているのだと思いますし、

現場でもその違いを明確に意識することなく同義的なものとして理解しているようですが、「care（世話、

介護等）」を「management（管理、統制、組織化等）」すること、つまり「既にある仕組みや制度」を

個人に合わせて「調整、管理」するケアマネジメントと、心の在りようにも深く関与する「相談（談義、

意見を求める、話し合う）」支援は字義的に考えれば本来全くではないまでも別物と言えるのかもしれま

せん。 

また、海外の状況なども気になり、「相談」の訳語を調べてみますと、「discussion（ディスカッション」

や「consultation（コンサルテーション）」、「talk（トーク）」等の文言が出てくるのですが、どの単語も

日本語の「相談」とはピタッとこない感じがします。能動と受動、主体と客体が明確な海外の事情とは異

なり、その辺りが曖昧で、双方向性や一体感を大切にする日本の特性等もあるのかもしれません。 

話を国内に戻しますが、生活上等において何らかの困難を抱えている方への支援ですから、現実的な

問題の解決、ケアマネジメントやサービス調整は必要です。最近では需要の増加に供給が追い付いてい

ない現状があり、大きな問題になっています。 

しかし、人は誰かに話を聞いてもらえた時、一人で背負っていた荷物を一緒に担いでもらえたという

安堵感を感じたり、複雑な思いを他者に話すことで言語化できた時に自分の気持ちに気づくことができ

ることもあるでしょう。 

支援の入り口である相談支援においては、結果としてのサービス調整を急がず、先ずは上に見たよう

な「意見を出し合い、談義する」双方向性や一体感、共感を第一義的に大切にしたいと考えています。 

今年度から他業務との兼任ですが相談員が一名増員されましたこともあり、少しだけ新規受け入れの枠

を増やすことができそうです。微力ではありますが、今後も何らかの支援を必要とされる方々へのお力

になれたら幸いです。 （畠山史郎） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画相談支援かけはし 

新任職員挨拶 

４月１日より生活介護花の家との兼務ですが、相談支援事業所かけはしへ配属されました下山

修平です。 

相談支援事業をやりたいと以前から希望をし、相談支援専門員の資格を取得してから約５年の

歳月が経っていました。花の家に入職した時からやりたかった相談支援の仕事。周りの職員の協

力を経て資格取得も出来ました。念願だった相談支援専門員の仕事。 

相談支援に関しては新人の為、他事業との連携や地域資源の活用方法など 

知らないことばかりです。右も左もわからない私ですが、先輩達に教えて 

もらいながら頑張っていきたいと思います。 

(下山 修平) 
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ショップ店舗 

  

4月６日は店内商品を総入れ替え後の初日営業日でした。衣類は春夏物に変わり、雑 

貨なども一新し、ご利用者の皆さんも職員も、気持ちを新たにお客様をお迎えしました。 

また、この日は売り上げ目標２０万円達成に向けて気合を入れて仕事に励んだ結果、 

初日は目標を大きく上回る 264，250円となりました。ご来店いただいた皆様ありがとうございました。

今後とも花の家、クッカ広場をよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支援 B型 クッカ広場 

4月 1日付で居住支援部からクッカ広場に異動してまいりました松尾と申します。就労施設で

の支援の経験が無く、至らない点も多々ありますが、ご利用者や保護者の皆様、職員の方々にお

力添えをいただきながら、一日でも早くクッカ広場の一員になれるよう努めてまいります。 

新しい環境は不安もありますが、楽しみでもあり、自身を成長させる良い 

機会です。ご利用者の皆様とともに豊かな時間が過ごせたらと思います。 

どうぞよろしくお願い致します。              (松尾 光彦) 

 

 

 

 

 

 

 

新任職員挨拶 
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今年度、花の郷は 4名の新しいご利用者が仲間入りしました。 

昨年度まではコロナ禍ということもあり、各グループ室で入所をお祝いしましたが、今年度は各フロア

ーで新しいご利用者をにぎやかに迎え入れることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1階は Fグループに 2名のご利用者が入所されました。 

各グループで桜の木を作りホールに飾りました。 

また、桜の花をあしらったウェルカムボードを作りお二人を歓迎しました。 

入所式は、先輩ご利用者皆さんに歓迎していただき、入場の際は沢山の拍手で迎えていただきました。 

今年度は来賓の方々からも、沢山のお祝いの言葉をいただくことができました。 

これから花の郷で、新社会人として頑張っていくお二人に寄り添い、毎日楽しく安全に過ごせるよう少

しでもお手伝いができたらいいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

２階はＡグループに２名のご利用者が入所されました。 

法人の曲である「みんなの笑顔」が流れる中、たくさんの拍手に包まれ入場されました。また、来賓の

方々や先輩ご利用者からも温かい激励、歓迎の言葉をいただき、お二人の入所を祝うことができました。 

今年度は保護者の方々も参加することができ、新たな門出を迎えるお子さんの晴れ姿を見て、エールを

送っていただくことができました。 

これからは花の郷のメンバーとして、新しいこと、楽しいこと、時にはつらいことを一緒に共有し、お二

人の生活をより豊かにする。そんなお手伝いができたらいいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

生活介護 花の郷 
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クッキーの価格改定のお知らせ 

クッキー事業開始当時から値上げをせず、頑張ってきましたが、近年の原材料の価格高騰等により、価格を維持

することができなくなり、4月 1日より以下の通り値上げをさせていただきました。 

今後も、安全でおいしいクッキーを販売し、ご利用者の仕事の保障、地域とのつながりの保障として、大切に取

り組んでまいります。                                                             (山之内 希己江） 

バタークッキー（小袋） 200円 

ビスコッティ（小袋）200円 

スノーボール 250円 

ハーブクッキー詰合せ 350円 

 

 

新任職員挨拶 

こんにちは。今年度より、花の郷施設長になりました山之内希己江です。 

花の郷の開所時より、正規職員として関り 18年間、ご利用者と一緒に、楽しく、充実した毎

日を過ごしていました。ご利用者とともに過ごすこと、ご利用者の支援のことにしか興味が

なく、プライベートな時間にも、「これ、花の郷の活動で使えるかも！」とか、テレビから流

れてくる音楽に「来月の歌はこの歌がいいかな？」と、ご利用者と過ごす時間が、私の生活

の中で、大きなウエイトを占めていたと思います。 

一方で、私事ではありますが、花の郷に来てからの 10 数年は子育てとの両立の期間でも

あり、仕事に集中できない期間でもありました。限られた時間の中で、何ができるのかを考

える日々でした。でも、だからこそ、仕事とは何か、支援することとは何かを、見つめなお

す時期であったように思います。がむしゃらに仕事をするというのではなく、落ち着いて、

冷静に、起こっている出来事を分析し、対応すること。時間が限られているからこそ、でき

たことなのかもしれません。 

また、特別な力が備わっているわけではない私が、この仕事を長く続けてくることができ

たのは、これまで出会った多くの障がいを持つ方たちの支えがあったからです。時には「そ

のままで大丈夫。」と励ましてくださり、時には、今の状態を否定し変えることを後押しして

くださったり、もちろん、歌ったり、踊ったり、楽しい時間もたくさん共有し、笑顔の絶え

ない毎日を送らせていただきました。 

 これからは、ご利用者と過ごす楽しい時間を保障できる場所を守ること、 

作ることが私の仕事になります。苦手分野ではありますが、経営のことを 

勉強し、ボワ・すみれ福祉会や花の郷が地域の中で必要とされ、ご利用者 

が「明日も行きたい！」と思える施設であり続けるために尽力してまいり 

ます。 

力不足の私ですから、周りの職員にも、様々な面で支えてもらいながら、 

毎日を過ごしています。頼りない施設長ではございますが、よろしくお願 

いいたします。                   (山之内 希己江) 
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新年度を迎えて 

 

今年度もアルモニーの広報を支援職員木村が担当します。 

入職してはや 2年が経ち、3年目になりました。日々ご利用者の皆さまと関り、お仕事が出来ること

がとても楽しいです。もっとご利用者のお役に立てるよう、心も新たに更なる志を持っていきたいと思

います。 

今年度もアルモニーでは B型、生活介護、共にＤＭ作業をメインに行い、生活介護では、月 2回の

レクリエーションを行っていく予定です。 

ＤＭ作業ではご利用者の努力とポテンシャルの高さに驚かされる日々を送っています。多種多様な作

業工程でも間違えることが少なく、スムーズに取り組んでくださるだけでなく、間違いまで発見してく

ださっています。また、今まで苦手だった作業でも出来ることが多くなってきているご利用者もいらっ

しゃいます。 

レクリエーションでは昨年度より体操や軽いトレーニング 

（ゴムチューブを使って）など体を動かす、プログラムを取り 

入れました。とても好評だった為、今年度は室内だけでなく、 

屋外でも体を動かすレクリエーションを取り入れていきたいと 

思っています。また、クッキングや創作などご利用者が少しで 

も楽しんでもらえるような企画を考えていきます。                    

4月より新たな職員を迎え、若返った新生アルモニー職員と 

ご利用者で協力し合いながら頑張って参ります。(木村 一太) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支援 B型／生活介護      

ボワ・アルモニー 

＜昨年度行ったミニ運動会の集合写真です> 

 

４月から“ボワ・アルモニー”に入職しました松本知大と申します。 

生まれも育ちも神奈川県ですが、直近２年間ほどは関西の方で暮らしていました。神奈川県の

法人で３年ほど勤務して、滋賀に移住していました。 

学校を卒業してからずっと福祉の仕事に携わらせてもらっておりこれまでは、生活介護の事業

所とグループホームの施設に勤務していました。障がい者支援の中でも重い知的障害で生きづら

さを抱える方々、かつ、滋賀県での勤務先では、県内でも田舎のエリアであったため、僻地福祉と

表現すると大げさですが、環境面も相まって支援が難しい現場に居ました。 

今春からはガラっと雰囲気が変わり、就労継続支援 B型のサービスを 

利用されるご利用者のサポートに尽力していきます。今までの経験を活 

かせる場面では活かし、工賃 UPにつなげられるよう努めていきます。           

(松田 知大) 

新人職員挨拶 
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ご
入
学
、
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ

ン
サ
ー
ル
は
小
学
１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
児

童
が
通
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
も
新
た
に
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３
月
か
ら
４
月
に
か

け
て
、
春
休
み
中
の
期
間
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿
が
た
く
さ
ん
み
ら
れ
ま

し
た
。
公
園
に
お
花
見
に
行
っ
た
と
き
は
、
み
ん

な
で
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
可
愛
い
ポ
ー
ズ
を
と
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
お
花
見
の
あ
と
は
、
滑
り
台
や

ブ
ラ
ン
コ
に
駆
け
寄
っ
て
思
い
切
り
体
を
動
か
せ

て
気
持
ち
良
さ
そ
う
で
し
た
。 

室
内
で
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
和
紙
を
使
っ
て

「
ち
ょ
う
ち
ょ
」
の
工
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
分
だ
け
の
素
敵
な
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
児
童
の
好
奇
心
や
想
像
力
を
刺
激

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
、
充
実
し
た
放
課

後
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。
（
宇
野 

敬
） 

 

 

 

ご
入
学
＆
ご
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
フ

ル
ー
ル
で
は
、
３
月
に
中
学
３
年
生
だ
っ
た
児
童
７

名
を
送
り
出
し
、
４
月
に
は
コ
ン
サ
ー
ル
か
ら
あ
が

っ
て
き
た
新
６
年
生
９
名
の
児
童
を
迎
え
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

春
休
み
中
は
、
尾
根
緑
道
や
恩
田
川
沿
い
を
お
花

見
し
な
が
ら
散
歩
を
し
ま
し
た
。「
桜
き
れ
い
だ
な

～
」
と
笑
顔
で
眺
め
る
児
童
も
い
れ
ば
、
落
ち
て
く

る
花
び
ら
を
必
死
に
取
ろ
う
と
す
る
児
童
も
い
ま
し

た
。
桜
を
見
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
様
子
や
花
び
ら

が
取
れ
て
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
て
、
と
て
も
微
笑

ま
し
か
っ
た
で
す
。
他
に
も
麻
溝
公
園
や
小
山
田
緑

地
公
園
な
ど
に
も
行
き
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
元
気

に
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
た
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で

は
少
し
難
し
い
も
の
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。 

 

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
、
体
も
心

も
急
激
に
成
長
し
て
い
く
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
児

童
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
成
長
の
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
渡
邉 

千
春
） 

          
３
月
は
別
れ
の
季
節
。
エ
ー
ル
で
も
毎
年
３
月
に

高
校
３
年
生
の
児
童
が
卒
業
を
し
て
い
き
ま
す
。
今

年
は
４
名
の
児
童
が
エ
ー
ル
を
卒
業
し
、
新
社
会
人

に
な
り
ま
し
た
。
エ
ー
ル
で
は
３
月
の
最
終
週
に

「
卒
業
生
を
送
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
テ
チ
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
の
お
や
つ
を
大
皿
に
盛
り
、
パ

ー
テ
ィ
風
に
し
て
、
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
を
し
ま
し

た
。
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
卒
業
生
へ
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
見
る
と
、
中
に
は
コ
ン
サ
ー
ル
の
頃
の
写

真
も
あ
り
「
か
わ
い
い
～
！
」
と
児
童
も
職
員
も
大

盛
り
上
が
り
。
ボ
ワ
で
の
思
い
出
を
楽
し
く
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
本
当

に
大
き
く
立
派
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
社
会
人
に

な
っ
て
も
元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

‼ 

 

そ
し
て
４
月
か
ら
は
、
新
し
く
高
校
１
年
生
の
７

名
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
新
し
い
場
所
で
の
初
日

は
み
ん
な
緊
張
し
て
い
る
か
と
思
い
き
や
、
全
く
物

怖
じ
す
る
こ
と
な
く
「
先
生
！
こ
ん
に
ち
は
ー
！
」

「
高
校
生
に
な
っ
た
よ
！
」
と
元
気
よ
く
挨
拶
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
高
校
生
に
な
っ
た
ら
エ
ー
ル
に

行
く
」
と
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う

で
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
エ
ー
ル
で
の
新
し
い

１
年
間
を
み
ん
な
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

（
上
田 

哲
明
） 

http://p.booklog.jp/book/59860
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天気の良い１月下旬の土曜日。バスケットを持って忠生公園までのピクニックを楽しみました。公園に

つくと、さっそくサンドイッチやおにぎりを広げてランチです。気持ちのいい青空の下ということもあ

り、みんな自然と笑顔になり、会話も弾みます。おいしいものをたくさん食べた後は、公園を散策しまし

た。１月の空気はひんやりとしていましたが、咲き始めた梅の花が、春の訪れを教えてくれました。 

（清水雅也） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住支援 グループホーム 

今年度より居住支援部で働くことになりました内藤大地（ないとうさはら）と申します。当て字

で大地と書いてさはらと読みますので覚えていただけたら幸いです。両親がサハラ砂漠に新婚旅

行に行ったということでサハラという名前になりました。 

今年３８歳になり、生まれも育ちも町田市です。 

 趣味は体を動かすことが好きですが最近はコロナの関係で家にいる時間が増えました。アプリ

ゲームをやったりｙｏｕｔｕｂｅを見たり、猫と遊んだりとのんびりしています。旅行も好きなの

でそろそろ行きたいと考えています。 

福祉系の大学卒業後、知的障がい者の入所施設で 3 年勤め、その後ボワ・すみれ福祉会に入職

しました。始めの 6年は花の郷で働き、その後花の家（生活介護）に異動になり 4年、就労支援

で２年働きました。福祉歴はそれなりに長くなりましたが、居住支援は分 

からないことだらけで日々ご利用者様と接し、勉強し、教わる毎日です。 

その中でも毎日お互いが楽しく過ごせたらと思っています。 

よろしくお願いいたします。        （内藤大地） 

 

新任職員挨拶 
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令和４年度定期総会開催  

令和５年４月１８日（火）４年ぶりに総会を開催いたしました。 

 当日は、小倉将信衆議院議員代理、伊藤俊介衆議院議員代理、小磯喜彦都議会議員、池川友一都議会

議員、星大輔都議会議員、藤井あきら都議会議員、いわせ和子町田市議会副議長、石川好忠町田市議会

健康福祉常任委員会委員長の方々にご臨席頂き、ご祝辞を賜りました。 

 法人田部井理事長からは、花の郷の建設資金償還につきまして、後援会及び、ご協力頂いた皆様へ感

謝の言葉を頂きました。 

 櫻井会長からは、花の郷建設資金償還の完了、ありかた委員会からの提案の受領と「開かれた後援会

と建設的な後援会」を掲げ活動していくとの報告がありました。 

そして、全ての議事が無事に承認されました。 

 皆様には、これからも変わらずのご支援ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

後援会役員一同 

 

 

 

 

 

 

《 いつもありがとうございます》 

 皆様からご寄付いただいている手作り品は、クッカ広場売り場の後援会コーナーにて販売させていた

だいています。 

 ご好評の高級ふきん、一つ一つ心のこもった手作りでは、帽子ブローチ、キャップオープナー（ペッ

トボトルなどの蓋を開ける）、手さげ、エコバック、小物入れ、陶器トンボ玉首飾り、カードケース

等々が、置いてあります。ぜひ、ご来店いただきご購入ください。 

 このコーナーの売上は、後援会の支援として大切に活用されています。 

 今年度も皆様からのたくさんのご寄付をお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員を募集しております 

  

発行 社会福祉法人ボワ･すみれ福祉会  理事長  田部井 眞 
東京都町田市下小山田町3267-2 
TEL：042-797-6004(代) / FAX：042-797-4824 

E-mail：hananoie@poem.ocn.ne.jp 
https://bowasumire.jp/ 

編集後記 

 今年度も広報誌発行担当になりました。 

皆さんに法人の事や、日常の活動の事等を

少しでもお伝えできるように頑張りま

す！！ 

今年度もよろしくお願いいたします。 

(松浦綾子) 

 


